
令和７年度事業計画及び収入支出予算（案） 

 

１ 令和７年度事業計画 

（１）委員会の開催時期及び協議事項（予定） 

５月１日 定款、奨学制度 

７月中旬 法定協議会規約、評価委員会規約 

９月上旬 機能強化基本方針 

10月下旬 重要財産、中期目標（法定協議会での協議を予定） 

３月中旬 中期計画、業務方法書（法定協議会での協議を予定） 等 

 

（２）専門部会の開催 

各専門部会（組織運営、目標評価、財務会計、人事・給与、機能強化）は、月

１回程度の頻度で開催することとし、委員会から指示された事項について具体的

な検討を行う。 

 

２ 収入支出予算 

◇ 上記１のとおり、委員会、専門部会を開催するとともに、県、庄内地域２市３

町、学校法人東北公益文科大学による負担金を財源として、以下の事業を行う。 

  ① 公立化に関する支援業務委託 

    公立化に関する知見を有する専門事業者からの支援 

  ② 機能強化に関する支援業務委託 

    機能強化に関する知見を有する専門事業者からの支援 

  ③ 公立化に関する広報業務委託 

    高校生とその保護者、高校教員等を対象にＰＲを行い入学者を確保 

 

 ◇ 予算については資料２のとおりとする。 

 

 

以上 

資料１ 



令和７年度 収支予算書（案） 

 

１ 収入の部 

（単位：円） 

区分 予算額 備考 

負担金 49,307,000  

 山形県 16,557,000  

 鶴岡市 4,077,000   

 酒田市 8,100,000   

 三川町 352,000   

 庄内町 555,000   

 遊佐町 460,000   

 学校法人東北公益文科大学 19,206,000  

その他収入 0  

合計 49,307,000  

 

 

２ 支出の部 

（単位：円） 

区分 予算額 備考 

委託料 49,307,000  

 公立化に関する支援業務 26,136,000  

 機能強化に関する支援業務 9,130,000  

 公立化に関する広報業務 14,041,000  

その他 0  

合計 49,307,000  

 

 

資料２ 


